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哲
繊
硯
撹
　
駕
照
百
嚇
…
號

彙

報

田鱒
申本

匡
ノ

京
都
大
學
文
學
三
哲
學
科
卒
業
論
交
題
貝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
f
昭
瀦
二
車
－
山
ハ
年
一
二
臓
〃
f

千好
里男暫

箆
彦

高太冨門集．L高
橋田元脇光職橋
昭純俊卓寛冶ミ弘
ご：孝明爾英雄頬

河
僚
林
剛
郭

綴
璃
　
勝
…
雌

松
下
　
八
郊

有
賢
　
　
孜

の
騒

　
ノ
　
　
　
　
　
≠

L
　
賃
　
　
　
机
ト

ノ
　
　
ノ
　
　
　
　
寧

墨
奪
攻

　
墨
と
産
（
デ
カ
ル
ト
を
め
ぐ
っ
て
）

　
図
ぎ
嘗
母
昌
。
ヨ
窪
。
δ
屯
。
。
良
伊
費
熱
田
Φ
間
げ
曾
話
凶
。
峰

　
（
甲
｛
覚
頓
m
Φ
臨
と
幣
【
O
圃
鳥
ゆ
σ
脅
σ
脅
O
擁
の
男
ン
魑
β
O
コ
戸
α
降
O
一
〇
α
q
一
〇
）

　
カ
ン
ト
に
於
け
る
懐
轟
伽
齢
～
方
法

　
ー
カ
ン
塾
に
於
け
る
形
蒲
上
學
の
闇
題
に
号
す
る
一
考
察
一

　
カ
ン
ト
に
於
け
る
物
質
訟
識
の
闘
題

　
一
ず
謁
影
舞
撹
彰

　
聖
ト
マ
ス
の
繍
押
栂
一
論

　
カ
ン
ト
に
瀞
於
け
る
糖
…
惣
志
刀

　
カ
ン
ト
に
於
け
る
細
瞼
の
胃
能
性
に
つ
い
て

　
カ
ン
｝
空
間
旨
旨
岡
諭
の
嚇
糠
楠
格

　
カ
ン
ト
に
於
け
る
超
越
菌
㌃
観
織
錨

　
纏
輝
一
遜
聾
…
蜘
例
に
於
け
る
カ
ン
ト

　
鍍
§
齢
に
於
け
る
○
Φ
り
。
魚
昌
畠
冨
紫

　
ヘ
ー
ゲ
ル
の
臨
繭
理
に
於
け
る
鍛
踵
の
成
立

纏
輝
灘
牲
批
剃
に
お
け
る
物
貞
轍

　
ニ
ィ
チ
ェ
ー
浬
命
愛
の
愚
惣
を
中
心
に

琵
雪噛a

　「　堺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
繊
六

古
阿
俣
伊
　
　
カ
ン
ト
の
｛
耶
蜘
愁
撚
心
想
に
つ
’
い
て

西
洋
暫
學
史
竃
隠

金
　
隆
鎭

藤
澤
　
令
夫

大
淵
　
瀦
夫

孫
　
疇
英

加
藤
　
清

由
野
　
耕
渚

デ
ィ
ル
タ
イ
に
於
け
る
魅
史
的
入
間

所
謂
プ
切
タ
ゴ
ラ
ス
説
と
プ
ラ
塾
ン
に
於
け
る
知
聯
～
的

濾
識
の
閣
題

バ
董
ト
ラ
ン
ド
・
ラ
ヅ
セ
ル
の
鰯
川
識
繍
騨

聖
ト
・
i
マ
ス
に
け
於
け
る
認
識
論
の
研
概

カ
ン
ト
の
先
瞼
的
統
勝
湘
に
就
て

プ
ラ
ト
ン
に
於
け
る
魂
の
不
死
を
め
ぐ
り
て

　
　
　
　
重
度
暫
野
史
聡
攻

、
永
轡
田
　
正
俊
　
　
マ
1
ン
ド
ク
ク
や
二
二
・
三
論
…
の
脇
繭
蝿
糠
魅

　
　
　
　
賞
那
暫
野
史
導
攻

高
山
　
奉
巖
　
　
高
楳
に
つ
い
て

騨
樂
岡
鳥
俊
　
　
羅
家
思
惣
ノ
成
立

　
　
　
　
心
理
畢
聡
攻

丹
丁
庄
一

橋
本
　
眞

渡
蓬
十
職
生

廣
田

岡
本
　
夏
木

野
柑

　
　
　
　
働
理

燃
紫
軍
艸
佛
梱
凝
　
の
湖
鞭
轍
脚
に
及
ぼ
す
慨
篇
響

　
－
甥
窪
μ
【
三
三
窪
呂
¢
に
騨
轟
，
る
醸
踊
1

「
臥
起
」
（
男
①
ヨ
ぢ
冨
8
⇒
8
）
二
關
ス
ル
笠
駒
的
考
察

－
副
肝
二
二
荊
一
掬
ト
ノ
闘
欄
係
ユ
ツ
ノ
コ
ー
ア
ー

推
難
過
程
に
調
す
る
箕
鹸
的
研
寵

給
叢
と
入
格

一
幼
児
Φ
貞
幽
灘
に
闘
す
る
賓
糠
的
研
畿
；

人
籍
の
硬
さ
に
つ
い
て

切
｝
O
O
押
…
コ
σ
脅
現
勲
鞭
の
撫
陣
件
分
餅
円
繭
円
菰
晒
螂
川

畢
轟
攻
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激之　距　郎魁晃去

北乾金
根

　由錨
難IYI範

上聴　安嘗味膚　淺野　頴
・｛畑　井枳瑚島　尾村娃

　　　彫、一罠灘　　　　久
賞蔦菱屋較郎！卜介漱榮博　　　　　　　　　　　光

久
光
　
グ
リ
ー
ン
に
於
け
る
「
欝
撫
の
磯
馴
」

　
　
　
　
ー
コ
蹴
會
喩
環
L
i

　
構
即
　
　
漁
グ
リ
ー
ン
の
脳
門
寒
魏
脚

　
榮
　
　
入
聞
の
び
①
げ
Φ
づ
と
囲
良
o
o
と
の
閣
聯
に
つ
い
て

　
漱
育
學
教
擾
法
認
攻

磁
n
介
　
　
漕蹴

D
の
鵬
献
漏
胃
品
触
機
能
と
墨
醗
蜘
黙
育
μ
の
立
槻
娚

罠
亭
　
　
學
鶯
に
つ
い
て

一
郎
　
　
ゲ
ー
テ
の
敏
宵
息
想

糀晒

F
　
　
米
國
カ
リ
キ
凱
ラ
ム
の
腫
史
的
研
究

　
菱
畢
箋
旧
史
奪
攻

荻
衛
喫
に
於
け
る
距
霊
的
学
識
の
問
題

萢
形
藝
衛
に
於
け
る
様
式
に
つ
い
て

一
雨
ル
フ
リ
ン
「
鴛
礎
概
な
」
城
立
の
凝
櫨
一

蘂
衛
と
イ
デ
オ
卿
ギ
ー

藻
衛
形
成
の
墓
壁
構
造

故
郷
へ
の
鐙

一
甕
的
欽
蟷
に
つ
い
て
一

美
的
形
式
に
つ
い
て

普
表
隷
諭

藏
劇
論
術
終
盤

蔵麟

q
の
鯛
識
肥
に
つ
い
て

ー
カ
ン
｝
医
オ
齢
…
の
一
二
察
1

か｛

]
結
似
式
の
騒
讐
拠
（
干
飯
）
品
閏
懸
一
期
湖
に
蘭
脚
す
る
山
霧
錨
，

1
（
醸
火
な
る
）
齪
購
酒
淫
に
つ
い
て
1

親
署
嚢
衛
識

國
甜
の
特
質
薪
艦

　
　
　
報

察
激
畢
憲
攻

川大　 林
1：！前

　　　敏忠和
彦之融央

懸　北　窟小翼
嶋林ジ礫崎
富　　　　　光
郷　勇　孝宏購

鈴
井
興
ま
勝

西
　
僧
策

濱
野
雄
照
郎

黛
、
野

松
山

説
林

竹
内

墳
州

艮　長悟　 美

晶坦敬臨齢嘉久齢
敏
學
瑠
攻

閃
髪
嵩
に
於
け
る
辮
陣
識
と
宗
藪
鴇
に
つ
い
て

キ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
の
愛
縫
に
つ
い
て

嬢
癒
か
ら
㎞
呉
人
ヘ

ー
購
滅
録
に
於
け
る
求
滋
の
調
題
ー

シ
ュ
ラ
イ
ェ
ル
マ
ッ
ヘ
ル
に
於
け
る
「
点
ボ
靴
媒
の
本
轡
パ
し

に
つ
い
て

宗
数
的
人
格
の
本
質

一
画
餓
縄
に
於
け
る
麟
課
際
の
解
甥
ー

ド
ス
ト
イ
エ
フ
ス
キ
…
に
於
け
る
人
照
凹
的
白
四
曲
↑

勲一

ﾗ
…
行
動
に
つ
い
て

農
奴
解
放
よ
り
二
月
雷
Ψ
命
に
羅
る
期
間
の
ロ
シ
ヤ
に
於

け
る
階
級
に
つ
い
て

噛猶

ｪ
姻
閣
靴
摘
縫
而
野
代
の
癬
W
市

洲
麟
倫
瞬
騨
咽
學
輪
賜
漁
足
上
に
罵
る
…
懸
瀞
山
の
関
南
題
に
瀞
酬
て
の
一
考

察
剛
村
藩
の
十
二

イ
ス
ラ
ヘ
ル
庸
添
敷
の
論
峨
立
に
於
け
る
祠
甦
倫
“
趣
丁
蘭
…
考
敏
麟

漁
業
村
落
の
融
愈
雄
的
考
察

親
鰹
に
於
け
る
根
源
悪
の
爲
畳

法
熱
甲
継
脚
の
一
粟
蹴
心
三
江

唯
識
哲
畢
に
於
け
る
種
子
思
惣

粉
伽
総
の
諜
題

　
　
　
　
　
　
　
　
蹴
七
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小
用

名棚
出弾

暫
學
郷
究
　
嬉
四
胃
瓢
號

蕊
督
教
學
憲
攻

港
治
　
　
絶
権
者
に
黙
す
る
絶
黙
劇
關
係

　
　
　
　
ー
キ
黒
ル
ケ
．
微
ー
ル
に
つ
い
て
一

　
一
　
　
薄
豹
樂
書
に
於
け
る
契
約
親

蝦
　
望
バ
ネ
二
瀬
菅
欝
に
お
け
る
舞
ふ
瀞
§

關
西
哲
學
會
弓
隠
総
會
並

記
念
公
開
講
演
會
報
告

の
問
題

一、

l
愈
絡
曾
は
瀧
月
十
認
…
繊
午
萌
九
臨
よ
り
、
東
都
穴
學
史
學
蒲
第
七

教
室
に
於
て
施
背
さ
れ
た
。
奪
煽
惑
約
瓢
頁
名
、
盛
禽
で
あ
っ
た
。
倫

當
碍
は
、
朝
永
先
蹴
の
黒
帯
席
も
あ
り
、
褒
會
式
に
煽
照
し
い
挨
拶
を

戴
い
た
こ
と
も
、
會
簸
一
隅
の
霧
び
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
允
。
次
第

酵凹

|低

ﾌ
涌
欄
り
で
あ
る
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

一、

ﾀ
趨
人
代
淡
撲
拶

　
山
内
得
蹴
敏
授
（
京
大
）
が
特
に
本
禽
戒
立
の
纒
慧
に
…
翻
し
、
饗
趨
入

　
一
類
を
飛
表
し
て
報
告
。
、
臼
鷲
鼻
弾
器
を
、
地
方
的
全
國
納
に
充
嚢
せ

し
め
、
畢
に
名
聞
的
形
式
的
な
も
の
に
終
ら
し
め
ぬ
こ
と
に
、
本
魯
成

立
の
滋
臼
的
が
存
す
る
こ
と
を
陳
鐘
。

一、

ﾀ
長
の
巡
定
雛
挨
拶

　
命
井
田
一
敏
授
（
岡
憲
甦
大
）
座
長
を
依
嚇
せ
ら
れ
、
挨
拶
あ
り
。

一、

ﾀ
銭
醗
嚇

　
朝
・
氷
蔦
十
郎
先
燈
…
よ
り
魂
弥
の
酷
糠
」
な
賞
M
昧
の
詞
を
た
ま
わ
ウ
た
。

　
本
會
臓
席
の
案
内
を
う
け
た
と
き
、
身
磯
的
に
も
老
齢
の
こ
と
故
不

ジ

鷲
八

　
自
麟
多
く
、
幾
蹴
か
断
つ
た
［
も
の
〉
、
尾
輪
誘
蔚
の
、
肖
分
の
孤
伽
掬
を
慰

　
め
ん
と
す
る
か
の
心
遣
い
に
感
勝
を
遽
べ
た
い
と
考
え
て
猷
申
し
た
。

　
孤
猫
と
鴬
え
ば
、
そ
れ
は
老
年
と
長
命
に
緋
び
つ
い
て
い
る
。
・
兀
家
、

　
不
恩
灘
階
に
も
、
戯
話
墨
看
に
は
長
命
が
多
い
。
貞
分
も
そ
の
　
一
入
で
あ

　
る
。
長
命
そ
わ
爵
門
身
は
癬
口
も
轟
只
い
こ
と
で
は
な
い
が
、
掴
人
の
四
蛍
・
爾
は

　
そ
う
で
あ
っ
て
癒
築
隅
の
畳
命
は
之
と
異
る
。
闘
西
哲
學
命
あ
長
命
を

“
顯
∵
り
崩
鵡
味
で
、
自
分
の
出
廠
に
も
、
伽
畿
分
か
の
糊
州
由
沖
か
M
隙
め
ら
れ
㌣
ぱ

　
葉
・
い
で
あ
る
。
な
厭
現
＃
晒
の
と
こ
ろ
、
玖
治
上
の
寓
・
鞭
…
の
た
め
、
少
た

　
か
ら
ざ
る
譜
君
と
席
を
共
に
し
得
ざ
る
を
遺
憾
と
す
る
、
や
が
て
嶺
集

　
い
う
る
臼
を
．
餓
り
た
く
思
う
。

一
、
本
編
婦
網
脚
立
に
寮
い
る
雀
で
の
、
懸
沸
聴
入
爵
艮
、
顧
ド
風
乾
含
賑
冷
ほ
激
〔
他
の
鰍
“
緯

　
に
関
し
、
更
に
現
在
動
員
、
撒
（
約
説
胃
名
）
、
窟
ほ
計
に
騙
し
、
高
困
騰
郎

　
海
訟
伐
（
煽
尽
大
）
の
報
畳
。

一、

ﾗ
規
の
審
議
決
定

　
　
田
巾
・
艶
八
加
州
太
郎
潜
瓢
将
ハ
（
ゴ
、
噛
＼
醤
蕩
ブ
）
の
設
蹴
〃
と
質
羅
｛
晦
牒
答
あ
り
。
こ
》
に
撫
臥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
璽
を
一
思
た
會
規
の
み
八
難
け
M
別
記
（
編
ハ
○
買
奪
照
）
の
よ
、
γ
で
あ
｝
る
。

瞬、

蜚Y

ｹ
以
の
決
鴬
（
委
”
膿
の
軍
門
山
山
は
撫
Ψ
欝
一
驚
比
欄
四
制
の
互
鞭
心
に
よ
る
）

　
委
資
（
霧
脚
長
〔
二
重
牌
、
ル
〕
、
常
任
委
員
鷺
、
ル
〕
、
は
雰
銭
の
亙
懸
に

　
　
　
よ
る
）

　
　
（
療
都
）
○
今
井
紬
一
、
○
世
艮
瀞
男
、
O
高
揖
三
郎
、
武
内
義
範
、

　
　
　
　
　
○
簾
中
美
知
太
郊
、
○
野
眼
久
夫
、
演
田
輿
助
、
久
松
眞
一
、

　
　
　
　
　
⑥
山
内
得
立
、
慮
元
一
鄭
。

　
　
（
大
　
翫
）
O
岡
野
留
次
郎
、
○
分
字
久
敬
、
○
坂
照
徳
男
、
三
宅
實
、

　
　
（
兵
　
庫
）
　
片
山
疋
直
、
○
武
市
健
人
。



3袴

（
和
歌
山
）

（
滋

（
岐

（
高

（
岡

（
廣

（
戸

賀
）

堅
）

知
）

由
）

島
）

取
）
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町報山線田ほ爾
ll三憲　邦泰範忠

人次峻彦一践次
e　一　e　e　o　o　o

松

1享

b

　　　　三石奈帆

媛川長＝lfl
　　ねゆ　ねド　コ

　　○
穴鬼服伊
襲嘆藤
　英次法
秀一錦俊

。　　◎　　O　　o

　
殺
屋
難
査
（
選
電
は
総
愈
、
之
を
委
員
會
に
爆
曝
す
）

、
　
　
　
，
梯
　
　
明
秀
、
．
廻
覧
　
　
熊
。

．
幹
　
　
寧
（
常
任
、
鶴
舞
弁
の
趣
嘱
に
よ
る
）

　
　
　
　
石
田
　
　
仁
、
L
田
泰
治
、
一
鵠
村
　
　
勉
、
森
　
　
甦
　
一
◇

一
、
冶
次
隼
に
て
、
牛
前
の
総
韓
終
～
、
倫
朝
永
先
生
を
名
工
禽
6
．
に
雛

す
こ
と
に
、
金
員
…
岡
胃
決
。

一、

ﾟ
後
一
点
塗
よ
り
文
學
部
蕗
団
歌
室
に
診
て
公
臨
講
演
愈
開
催
。
講

　
師
、
横
題
並
霜
旨
の
大
要
は
次
の
隔
り
で
あ
る
i

…
、
「
唯
物
史
磯
と
魔
存
平
岸
」
　
醜
戸
穴
學
敏
疑
武
市
墨
入
民

　
　
　
’
西
蔚
蕾
摩
に
樹
濡
躍
し
℃
一

　
　
近
代
の
廉
藁
葺
　
愈
…
並
に
そ
れ
に
於
け
る
人
聞
挫
の
賊
綻
の
自
撫
覚
と
し

　
て
熊
、
裳
轟
応
も
の
が
實
序
醤
墨
で
あ
り
、
こ
》
に
轟
ヒ
リ
ズ
ム
と
し
て

　
の
曜
《
の
…
般
的
赫
鐸
燃
W
の
二
四
來
が
あ
る
⇔
締
《
丸
f
け
開
脈
貼
諭
入
獄
…
粧
U
蹴
汎
と
の
曝
罵
泊
湯

し
た
糞
決
に
於
て
撚
史
を
超
え
た
も
の
の
な
か
に
そ
の
寒
綜
を
も
と
う

と
す
る
。
貴
存
薄
墨
が
覗
賛
意
識
に
深
く
根
験
す
も
の
で
あ
る
に
も
か

』
わ
ら
ず
、
結
矯
は
槻
念
諭
と
見
倣
さ
れ
る
勝
以
で
あ
る
。
そ
れ
は
轡

　
に
癒
由
鶏
騨
剛
を
申
心
と
す
る
キ
ェ
ル
ケ
．
凱
ー
ル
・
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
、
否
｛
鴻

擬
を
逆
流
し
て
詩
趣
的
背
富
臼
親
に
出
よ
う
と
す
る
エ
イ
チ
瓢
、
最
後
に

　
辮
爪
冠
的
孟
な
層
｛
鴇
鯛
晒
レ
偏
し
て
・
の
蕗
回
田
塘
則
郷
押
を
も
　
継
目
之
に
入
丸
一
て
那
ツ
へ
る

こ
と
が
幽
照
る
。
二
等
目
撃
の
否
完
槻
は
微
鰻
し
て
お
り
．
そ
れ
は
一

亭．

�
ﾅ
．
喪
え
ば
死
の
哲
學
で
あ
る
。
然
し
そ
れ
が
超
、
隊
隅
庚
的
．
原
理
に
立
脚

す
る
阻
一
7
な
お
辮
念
焼
を
爵
で
な
い
。
人
陶
性
の
死
の
眞
に
覗
鴛
的
な

醸
灘
繧
樋
史
的
慧
識
に
経
始
す
る
唯
物
譲
に
は
じ
め
て
期
待
さ
れ
る
。

　
自
然
的
唯
物
論
、
唯
物
脱
槻
、
更
的
唯
物
論
は
一
籐
麗
別
し
て
考
へ

ら
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
然
し
．
内
容
的
貴
質
ゆ
槻
黙
か
ら
牲
に
そ
の
非

蜘
…
念
論
的
蛙
格
を
重
観
し
て
見
る
と
送
は
、
　
一
括
し
て
唯
物
央
槻
と
啄

ん
で
よ
い
。
と
こ
ろ
で
、
ヘ
ー
ゲ
ル
哲
學
の
蓮
聴
は
キ
鴇
ル
ケ
ゴ
ー
ル

の
簑
存
轡
墨
で
あ
り
、
こ
恭
ら
槻
念
論
的
立
場
の
根
本
か
ら
の
蓮
韓
こ

そ
庸
慶
的
意
識
に
繕
始
す
る
マ
ル
ク
ス
の
唯
物
史
槻
の
立
揚
に
他
な
ら

な
い
．
そ
れ
は
蓮
”
説
的
に
な
お
人
㎝
呵
韓
一
を
・
薫
照
す
る
・
層
∵
廿
暫
…
胤
Ψ
の
槻
心
伽

煽筏

�
w
帥
く
，
ゆ
的
に
（
西
澱
膏
墨
の
滋
）
で
け
㎜
点
な
・
紙
茶
茜
鴻
し
托
絶
灘
周
納
必
然
の

ニ
ヒ
リ
ズ
ム
で
あ
り
、
そ
れ
は
雁
史
的
意
識
の
必
、
然
一
本
に
立
つ
こ
と

に
よ
り
却
っ
て
具
難
酌
に
超
無
燈
酌
な
る
も
の
を
も
含
み
．
人
闇
轡
ρ
存

の
繍
呉
に
聡
・
鴛
的
た
・
a
由
を
欄
閥
示
す
る
も
の
と
も
考
へ
ら
れ
る
。

｛
、
「
わ
が
國
と
哲
墨
」
　
　
　
液
戯
布
立
大
歩
数
避
　
坂
乱
闘
勘
男
民

　
西
洋
哲
墨
、
ギ
リ
シ
ャ
の
哲
學
は
ど
の
よ
う
に
し
，
て
わ
が
國
に
入
つ

　
て
猛
た
か
、
そ
れ
を
最
初
に
哲
學
と
忘
し
た
西
規
と
ほ
ど
の
よ
う
な
入

　
で
あ
ツ
た
か
。
戴
動
か
ら
哲
學
と
謬
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
誰
が

‘
ど
の
よ
う
に
毒
し
た
の
で
あ
る
か
。
等
に
就
い
て
撫
由
に
捲
べ
な
が
ら

話
を
始
め
ら
れ
葛
。
と
こ
ろ
で
最
赫
フ
ラ
ン
ス
、
イ
ギ
リ
ス
の
患
想
が

多
く
入
っ
て
嚢
托
が
、
後
ド
イ
ツ
哲
學
が
騰
倒
的
と
な
る
、
ギ
イ
ッ
暫

灘肥

ﾌ
・
方
が
一
跡
虫
湿
と
田
下
わ
れ
た
の
か
も
繍
賜
れ
ぬ
。
龍
蝿
五
寸
三
つ
は
み
大
々
特
質

轟
…
縛
U
つ
て
い
る
、
イ
ギ
リ
ス
は
常
識
（
う
O
＝
嗣
”
づ
◎
嵩
　
切
ゆ
「
阿
零
）
　
フ
ラ
ン
汎

瓢
九
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哲
難
蟹
撹
　
鯵
躍
賀
畿
雛

は
罠
織
（
刷
）
§
総
郵
）
ド
イ
ツ
は
理
桂
（
♂
．
9
聲
纂
）
が
寧
心
と
寮

る
。
窺
筆
入
は
ど
う
で
あ
る
の
か
。
　
一
般
に
常
識
酌
と
丹
、
仰
わ
れ
る
が
、

そ
の
常
識
は
知
に
根
ぢ
し
て
い
る
か
ど
う
か
。
深
い
意
昧
で
、
蹴
き
た

舞
一
墨
聴
の
智
縫
漸
と
し
て
の
慨
…
識
を
鹸
…
い
て
い
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

常
識
と
は
直
槻
歪
な
も
の
で
あ
る
、
そ
の
よ
う
な
直
槻
的
常
識
が
哲
雛

敵
の
穴
毒
い
問
題
で
あ
る
。
常
識
は
卜
辞
と
甑
甥
さ
れ
瓢
ば
な
ら
ぬ
、

學
闘
は
野
草
で
あ
る
こ
と
も
必
要
で
は
あ
ろ
う
」
し
か
し
哲
雄
は
常

識
．
智
鶯
を
闘
題
に
す
る
、
灘
に
毒
解
る
こ
と
を
聞
題
に
し
て
い
為
。

騨
門
家
が
、
解
り
赫
く
識
明
す
る
と
き
、
興
趣
は
哲
學
的
敏
譲
と
い
ツ

て
い
る
如
く
で
あ
る
。
三
門
的
科
雛
的
方
法
繍
よ
り
も
必
要
な
こ
と

は
、
人
聞
が
覗
箕
に
弾
き
て
い
る
こ
と
の
間
愚
に
直
託
し
、
霞
分
の
知

識
を
亜
か
す
知
難
で
あ
る
。
過
越
・
の
問
題
は
、
盤
送
る
人
照
四
へ
の
關
心

に
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
め
意
隙
で
暫
撃
は
、
野
鶴
と
し
て
騰
繍
酌
で

は
あ
る
に
し
て
も
．
跳
き
み
騒
然
的
闘
に
階
隠
し
て
い
ゐ
。
知
識
の
全

領
域
を
占
め
る
と
い
う
よ
う
な
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
、
ベ
ー
コ
ン
騨
の

措…

ﾍ
、
今
購
で
は
聖
鋳
を
異
に
す
る
。
　
…
個
人
が
戴
限
の
蜘
識
を
く
み

霊
す
こ
と
．
は
鯵
｝
不
可
能
で
あ
る
。
哲
雛
も
、
そ
れ
で
は
、
催
の
科
雛

の
よ
う
に
暮
…
闘
臥
す
・
ぺ
選
で
あ
ろ
う
か
、
　
む
し
ろ
燦
饗
に
予
定
の
尊
門

に
閉
ぢ
込
も
る
科
墨
者
が
、
そ
れ
を
越
え
る
こ
と
に
於
い
て
哲
撒
に
入

る
の
，
で
あ
る
。
新
口
羅
Ψ
は
科
趣
Ψ
蘭
…
縞
蛇
愚
曙
口
の
彼
方
に
あ
る
．
撫
…
き
る
…
劉
甲
識

と
知
懲
の
世
界
に
あ
る
。
聡
門
化
と
は
霞
己
が
霞
己
を
抽
象
す
る
こ
と

で
あ
る
が
、
霞
己
紬
象
も
、
霜
己
の
世
界
を
持
つ
こ
と
に
よ
っ
て
勧
め

て
胃
能
で
あ
る
。
（
目
当
不
足
に
て
未
完
）

一
、
最
後
に
澤
羅
久
敬
三
囲
（
阪
大
）
の
鹸
拶
。
朝
永
発
撫
、
熱
に
爾
諺
師

穴
○

　
の
方
に
戒
ゆ
漁
脚
。
　
一
華
R
門
の
置
凸
姦
一
集
い
を
点
戸
ぶ
。
　
閉
倫
蝿
一
瓶
時
。
　
議
な
ほ
こ
の

　
後
、
女
難
蔀
魯
議
察
に
於
て
晩
餐
懇
談
禽
が
開
か
れ
た
。
　
　
（
織
）

　
　
　
　
關
酋
即
発
會
規
約
抄
‘

第
　
一
鎌
　
本
望
は
醐
顧
暫
懸
曾
と
織
…
す
る

　
二
藍
　
本
會
は
事
務
所
を
京
都
大
學
交
學
都
哲
墨
壷
監
察
内
に
お
く

彊
浬
一
二
條
　
本
爵
鳳
は
禽
見
呂
賊
燃
…
万
幽
の
酬
爾
蜘
加
上
の
噛
迷
絡
を
は
か
り
以
て
聯
悶
學
の

　
　
　
　
　
撫
甚
面
一
に
寄
興
す
る
こ
と
を
同
月
と
す
る

雑
臓
　
　
　
本
脅
は
こ
の
賊
的
を
達
成
す
る
た
め
左
の
黒
焦
を
行
う

　
　
　
　
一
、
年
幽
購
の
惣
墨
跡
興
の
翻
催
　
盆
、
随
鱒
各
地
に
お
け

　
　
　
　
　
る
聯
口
耳
罧
掛
山
九
二
目
の
…
醐
剛
催
　
3
、
各
窩
M
駕
㎝
山
繭
胴
丸
姻
五
の
糠
溜
滞
甲

　
　
　
　
4
、
曾
員
の
研
究
嚢
表
に
欝
す
る
三
々
の
援
助
　
昏
、
そ
の

　
　
　
　
　
仙
必
要
た
礁
襲

　
菰
條
｝
本
會
は
畷
脚
醤
在
住
の
哲
學
専
門
研
究
煮
な
ら
び
に
哲
學
に
醐

　
　
　
　
　
係
あ
る
賭
學
の
暮
野
口
研
究
旛
そ
の
柚
皿
こ
れ
に
準
ず
る
潜
を
以

　
　
　
　
　
て
禽
員
と
す
る
入
魯
に
は
囎
鼓
愈
の
二
二
を
婆
す
る

嬉
六
三
　
纏
會
は
年
一
隅
定
期
に
湖
嚢
そ
二
二
必
要
あ
れ
ば
倭
熱
禽
の

　
　
　
　
　
決
議
に
よ
っ
て
臨
舖
隙
・
に
転
漕
く
こ
と
が
で
き
あ
　
軸
鞍
倫
夙
は
帝
縫
の

　
　
　
　
　
活
動
の
根
本
力
針
を
決
定
し
ま
た
…
般
艦
街
な
ら
び
に
愈
計

　
　
　
　
　
報
告
を
受
け
る

　
八
丁
　
倭
員
は
一
員
串
よ
り
麿
懸
剃
に
…
名
以
上
を
會
員
数
に
比
捌

　
　
　
　
」
し
て
互
　
課
す
る
－

嬉
＋
撃
鉄
・
愈
員
は
愈
費
と
し
て
年
噺
闘
を
鮎
除
す
る

第
⊥
T
山
ハ
僚
　
本
規
舳
別
は
唾
昌
以
禽
の
決
議
を
騰
馬
て
雌
鍵
更
・
ず
る
こ
と
四
か
で
蚤
㎞
る

　
　
　
　
　
但
し
総
曾
の
承
隠
を
要
す
る

附
　
　
則

　
　
　
一
、
野
掛
は
日
塞
哲
雛
愈
の
婁
業
に
協
力
し
閥
愈
の
地
方
支
都
と

　
　
　
　
し
て
の
脚
業
を
も
行
づ

　
　
　
鷺
、
本
會
三
三
に
し
て
日
本
二
丁
禽
の
會
疑
を
醸
ね
る
も
の
は
本

　
　
　
　
會
に
瓢
百
圓
を
至
人
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
露
軍
書
箪
曾
た
ら
び

　
　
　
　
に
豊
艶
の
會
費
を
凹
め
激
こ
と
に
む
る



大
阪
大
墨
哲
學
茶
話
禽

大
西
友
太
氏
「
歴
犯
剛
哲
縁
轡
の
問
題
し
の

、
国
譲
表
（
嚢
纏
集
鷲
）

一拙

E
八
十
漏
ハ

霊
資
弘
＋

蕊
百
九
聖
七

購

隅
　
一

譜　 Pt　ご　買
二　　八　一

弱

瓢

一
灘七嬉臓

律
鴨
玖
。
》

鰹
系

；提

…
笥
冨
鶴
ご
切

…
骸
験

蔦

鯉
馨
の
無
置
麗
璽
に
。
る
繍

と
の
分
離
　
　
　
　
　
モ
の
全
髄

血
き
　
　
　
　
　
　
　
漸
の

一
．
昭
瀦
二
十
五
年
十
箔
十
糾
錫

　
　
「
糖
「
績
の
形
而
上
雄
・
」

池
　
　
長

　　＝き、

　　ア
　　カ
　　ノレ

　　ト
　　の
　　紳

　　　
　　近
　　代
　　糖
　　紳
　　と
孟　超
　　越
　　の
輪　問

　　題
　　三

岡

士

膏

疑

　　＝
　　ノ、

　　デ
　　ツ
　　ガ
　　t
　　の

　　ビ
　　リ
　　ズ
t　　ム

印し

：

廻

十

二

十
六
目

中

繍

一、

ｺ
塑
ギ
六
年
鉱
月
＋
九
田

　
　
「
佛
藪
的
生
に
於
け
る
佛
と
人
閥
と
の
照
脚
係
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
　
畿
　
　
徳

澄夫，雄

3エワ

報

、点

ﾓ
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籍
灘
獄
撹
　
魏
灘
冨
識
號

三
三
難
誌
論
文
匿
次

毅
露
科
墨
　
大
阪
市
立
穴
學
　
環
瑳
闘
‡
欝
繭
滋

丈
灘
解
論
　
経
沸
研
究
析
編
建
績
窯
玉
e
翻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幽

　
慣
醸
鋤
概
皿
の
二
つ
⑳
灘
　
　
　
　
　
　
　
採
　
　
霞
激

　
で
ル
ク
ス
鰹
滅
錐
と
近
代
摂
理
箪
の
「
野
合
」
揖
脅
一
郎

　
恐
嫉
の
糧
麟
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
木
慨
濡
瓢
　
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
桝
際
蝦
賦
論
燈
薩
閥
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
下
　
娩
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
職
後
揃
墨
縦
醒
と
蝿
族
臓
継
続
鍛
鵜
謹
　
輿
纏
…
磐
穴

醗
欝
繰
に
お
け
る
・
ぢ
⑳
方
向
　
　
　
實
上
再
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
暮
學
的
蹴
致
畢
の
諜
謹
　
　
　
　
　
　
　
　
彩
野
　
甥
宍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
勢
鋤
力
偽
纏
館
法
羅
と
鍔
働
織
膏
　
　
　
　
籔
碧
　
黙
麺
　
　
値

　
踊
礎
期
⑳
悶
離
と
鄭
樹
幹
毅
　
　
　
　
　
　
寅
．
諏
　
亮
窄

　
隅
黛
濁
占
讃
木
口
磯
の
輝
納
　
　
　
　
　
　
腿
　
　
信
瞬

　
人
斑
挑
艶
搬
載
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

害
椴
　
　
鋤

　
離
物
譲
と
賞
宥
電
磯
　
　
　
　
　
　
　
　
燃
　
　
信
賊

　
窯
鳳
繍
鐡

董
諜
報
撒
繍
簸
撫
轡
郵
艦
％

　
　
　
　
　
　
　
聯
鰯
門
宗
敬
と
ほ
的
そ
や
し
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